8-4-23　選定・契約専門委員会

1.選定・契約専門委員会の予算

　予算；900,000円（アンケート、パンフ）

2.主な活動の記録

(1) 専門委員会の開催

委員会開催回数：９回（６月～４月）

適時専門委員会を開催し、技術部会、業務システム委員会等からの連絡、アドバイスに基づいて各担当の検討項目を審議した。

(2) プロポーザル方式拡大の推進
a）プロポーザル方式の現状把握と年次報告書の作成

　　　毎年実施している発注機関のプロポーザルの実施状況の把握を目的にアンケートを実施し、結果について取りまとめる。過年度との比較を行い、課題や改善点を整理し、キャンペーンの補足資料として活用する。加えて、項目の見直しや協会会員への情報提供として、まとめた報告書を協会ＨＰに毎年掲載する。平成18年度についても結果報告書をＨＰに掲載済み。

b）地方自治体へのプロポーザル普及提案

　　　地方自治体へのプロポーザル方式普及活動として協会支部が主体となって実施した活動状況と要望を整理し、今年度は勉強会の実施例紹介と簡易なプロポーザルの紹介を行った。

　　　継続して今年度も協会支部の普及活動状況をアンケートによってフォローアップし、さらなる活動の強化に向けた改善等を検討する予定。

(3) 適正な選定基準、選定過程の確立

a）建設コンサルタントの指名、特定基準の提案及び年次報告書の作成

　　　技術力による公正な競争が可能となるよう、地方自治体の指名基準等の整備や選定基準の整備、策定を提案する。今年度は、地方自治体の整備状況を把握、整理した。これに基づいて、課題を抽出、整理し、提案するとともに、選定基準の整備に関するリーフレットを作成した。

(3) 適正な発注ロットの確立

　　　業務形成・実施専門委員会が主体で検討中の発注ロットの検討について、適正化に必要な、また活用が可能な様々な契約方式を検討、提案する。今年度は、多様な契約方式として海外の適用事例を整理するとともに、組合方式について、現状と課題等の整理をした。
3.技術部会、業務システム委員会等との関連作業

(1)「要望と提案」と「白書（現状と課題）」

　　　平成19年度「要望と提案」と「白書」については対外活動部会の提示により、当専門委員会は「技術力による選定」の項の原案作成及びバックデータ作成を担当した。

(2) 中期行動計画実施計画のフォロー

中期行動計画のうち、当該専門委員会に関する計画の実施計画作成を担当し、その実施状況について中間総括した。

4.来年度の活動について

以下の継続検討課題及び新規課題について検討する。

・５団体アンケートの実施及び結果報告

・地方自治体指名基準、特定基準の具体的な提案（より具体的な提案の作成）

・地方自治体のプロポーザル普及のための支部への活動提案

（選定・契約専門委員会委員長　河上英二）












